
17 - 14
18 - 12
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 1 1 2 2 4 0 0 0 1 0 0 0
12 0 0 0 1 4 1 2 1 0 2 2 0 0 0 0
13 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14 * 1 3 2 6 3 8 1 3 7 10 0 1 0 0
15 0 0 0 3 8 2 4 0 2 2 4 1 0 0 0
17 0 0 1 0 3 0 0 3 0 4 4 1 1 0 0
23 0 1 1 2 3 2 6 1 0 1 1 0 0 0 0
24 * 0 0 6 16 0 0 0 4 6 10 1 1 0 0
32 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
56 * 1 3 1 2 1 2 2 0 4 4 0 1 0 0
91 * 0 2 6 18 4 4 1 4 8 12 0 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
3 10 22 63 15 28 13 13 34 47 4 5 0 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 2 1 8 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0
6 0 0 0 1 4 0 0 1 2 2 4 0 0 0 0
11 0 0 1 0 2 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0
17 * 1 5 3 5 1 1 5 1 0 1 0 0 0 1
20 0 0 2 2 4 0 0 0 3 1 4 0 0 0 0
24 * 1 3 2 5 3 3 3 1 4 5 1 2 0 0
35 0 0 1 0 2 0 0 3 1 6 7 0 2 0 0
36 * 0 0 1 5 0 0 4 2 1 3 3 0 0 0
37 * 1 3 4 17 4 4 4 1 14 15 2 0 0 0
78 0 0 1 1 7 0 0 4 0 3 3 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
3 18 15 59 8 8 27 11 32 43 8 5 0 1

-

0 - -

0

47 200

0 - -
0 - -

18
中谷 隆人 2 15
山地 直樹 0

15 27

0 - -

津田 航匡 2 21
木下 雄太

26

網本 拓夢 10 29
原 和也 4 16

9

梅崎 健 2 27
桑原 啓樹 2 12
大西 康之 0
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岸本 涼太

神戸大学

主審 幡丸　登志 副審 坂本　篤宏

勝ち点 0コ ー ト

戦評
【総括】
関西学生バスケットボールリーグ戦初日。第二試合は昨年４位の大阪大学と昨年６位の神戸大学との一戦となっ
た。第一ピリオド開始早々、神戸大＃36中谷の得点で先制する。そこから流れは神戸大にいくかと思われたが、大
阪大も着実に得点をかさね流れを引き渡さない一進一退の攻防が繰り広げられた。わずかなシュート力の差で大阪
大が17-14とリードして終わる。第二ピリオドは、互いに激しいディフェンスで得点の動かない時間が長く続いたが、
堅実なディフェンス、リバウンドから着実に点数を重ねた大阪大がリードを9点差に広げ、35-26と大阪大のリードで
前半を終える。後半になっても大阪大の持ち味であるディフェンスから速攻につなげるスタイルは変わらず、このピリ
オドで遂に神戸大との差は2桁になった。なかなか差を縮めることができなかった神戸大であったが#37木下の
シュートから流れを引き込み、差を5点差に縮めたところで第三ピリオド終了。最終ピリオドも神戸大＃37木下がチー
ムの生命線をつなぐシュートを決め流れを掴みかけるも、大阪大のミスの少ない手堅いバスケットボールで着実に点
を積み重ね、差を縮められるどころか差を広げていった。最終68-47で大阪大が勝利した。

【第一ピリオド】
先制は神戸大＃36中谷のインサイドでの得点となった。立て続けに神戸大＃17綱本の3Pシュートで主導権を握っ
た。巻き返しを図る大阪大も果敢に攻撃を仕掛けて相手のファウルを誘う。そこから大阪大も着実に得点を重ね始
める。フリースローによる得点に加え、大阪大＃91太田のシュートなどで逆転に成功する。流れが大阪大に傾きかけ
たところで、速攻から神戸大＃24今村のバスケットカウントなどで流れを再び引き戻した。だが、終盤に大阪大#15藤
本と＃91太田の得点により17-14で大阪大のリードで終わる。

【第二ピリオド】
神戸大＃17綱本の得点から同点に持ち込む。その後両チームの激しいディフェンスで得点が動かない時間が続
いた。その均衡を破ったのは大阪大#15藤本のオフェンスリバウンドからの得点から差を広げ始める。その後も大阪
大の激しいディフェンスは続き、神戸大はなかなか得点することができず、9点差になったところで神戸大はたまらず
タイムアウトをとる。タイムアウト明け、神戸大＃24今村の連続得点で反撃を試みるが、大阪大＃24冠野のブザー
ビートで前半終了。35-26で大阪大のリードで終わった。

【第三ピリオド】
開始早々、大阪大が持ち前のディフェンスから＃14長谷の速攻で遂に神戸大との差を2桁の11点差とした。巻き
返しを図りたい神戸大だが決めておきたいシュートがなかなか入らず、差は広がり続ける。この悪い流れを打ち破っ
たのが神戸大＃37木下だった。なかなか入らなかったシュートが決まり、息を吹き返し、流れを呼び戻せるかと思わ
れたが、大阪大は自分たちのバスケットボールを展開し続け、相手の追撃を許さない。しかし終盤に神戸大＃37木
下などの得点で差を5点差にしたところで、終了。スコアは43-38と大阪大のリード。

【第四ピリオド】
開始直後、神戸大#37木下の長身を生かした力強いプレーで得点し、3点差になったが、大阪大＃15藤本と＃24
冠野の連続得点で流れを引き渡さない。加えて、＃14長谷の３Pシュートで完全に流れを持っていくかと思われた
が、再び神戸大＃37木下の3Pシュートで差を広げさせなかった。しかし、大阪大は自分たちのバスケットボールを展
開し続け、着実に点を重ねていく。試合終盤に大阪大＃56前北の3Pシュートで勝利をおおきく近づけ、そのまま終
了。68-47で大阪大が初戦勝利を収めた。

試合ＮＯ

戦評 入江拓実（大教大）

PTS

勝チーム

68

勝ち点 1

11:40
会　　場 東大阪市立総合体育館

大阪大学

飛田 拓海 0

男子 2部リーグ戦

PTS

202

試 合 日 2017.09.02

長谷 保範 10

記録 関西学生バスケットボール連盟

11
上野 亮佑 3 10

RATE

２Ｐ

開始時間

大阪大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

黒崎 穂高 9

47

敗チーム

14

23

３Ｐ ２Ｐ

-

12

6
平 祥一 0

太田 麗嗣 16
0 -

68

4

長野 航平

0

0 5

藤本 大仁 8 23
13

1
35

25

-

40
-
-

-

0 -
0

前北 光

-

冠野 裕大

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:

合　　　計
16.7% 25.4%RATE

小木曽 湧 -

100.0%

Team / Coach:

合　　　計
30.0% 34.9% 53.6%

神戸大学

№ Ｓ 選　手　名 ＦＴ

今村 勇貴 10

-

３Ｐ

坂田 航樹


